



















― 目  次 ―
【平成 年度共同研究プロジェクト成果】
大型建設機械バルブボディ用強度化厚肉鋳物の研究開発・・・・・・・・・・・・・・・ 
                   清水一道，木口昭二楠本賢太
加速器材料としての 6L&6L&複合材料の可能性探索・・・・・・・・・・・・・・・・・


































左中：ビジネス (;32+頁         右中：メッセナゴヤ +頁






















































 供試材の材質は FCD500 相当，冷し金(FCD500)を 4
本配置し鋳造した．供試材寸法，冷し金導入位置，熱











用した．注湯温度は 1606K であり，注湯時間は約 87
秒であった．














冷し金 0 本と 1 本で切出し箇所の違いにより組織に若
干の変化が見られたが，冷し金を 4 本にした場合では
組織に大きな差は見られなかった．各試験片における













度 20 Hz の正弦波荷重として，室温大気中にて試験を
行った． 試験停止条件は，試験片の負荷応力が試験時
における負荷応力の 70 %まで低下，または繰返し数が








51.4K/h，B では約 57.6K/h，C では 50.3K/h となった．
冷し金 1 本と比較すると A で 12.0K/h，B で 12.2K/h，




各試験片の疲労強度を Fig. 4 に示す．冷し金を 4 本入
れたことにより疲労強度は A で約 222MPa，B で約
223MPa，C では約 240MPa となった．冷し金 1 本導入
試験片と比較すると疲労強度は 17~26%向上した．
Fig. 3 Cooling curve of specimen with 4 Chiller
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Fig. 2 Microstructure of specimens 400μm        




























 本研究では，鋳込み試験と並行し JSCAST を用いた
鋳造シミュレーションを行った．実際の鋳込み試験の
条件を代入し，整合性を調査した．解析結果を Fig. 7
に示す．冷却速度は A で約 49.1K/h，B で約 57.3K/h，












(1) 冷し金を 4 本導入した場合の冷却速度は，切出し箇
所 A で約 51.4K/h，B で約 57.6K/h，C では 50.3K/h
となり，0，1 本と比較して 4 本配置した場合におけ
る冷却速度は向上した．
(2) 冷し金を 4 本入れたことにより疲労強度は A，B
で約 222MPa となり，C で約 240MPa となった．冷
し金 1 本と比較すると疲労強度は 17~26%向上した．
パーライト層間隔が冷却速度の増加に伴い，ち密に
なることで硬度が増したことが要因と考えられる．





















































Cooling time , s
10μm Fig. 5 SEM image of pearlite in specimens 
Fig. 6 Relationship between Pearlite hardness 
and Cooling rate 
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SiC/SiC 複合材料の F/M 界面として非常に適している
と言える.
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着(Chemical Vapor Deposition, CVD) による SiC 耐環境










た UD プリプレグシートを 0°と 90°に交互に積層し
たクロスプライ(Cross-ply, XP)構造である.強化繊維は
高結晶性で近化学量論組成の SiC 繊維である Hi-
Nicalon Type-S（NGS アドバンスド・ファイバー社）を





酸化試験の為に NITE-SiC/SiC 複合材料を幅 10mm×
長さ 10mm×厚さ 2mm の試験片形状に加工した.試験
片はダイヤモンド砥石により研削しており,鏡面研磨は
施していない.
CVD 法を用いて NITE-SiC/SiC 複合材料の表面に
EBC 層を形成させた.酸化雰囲気から試験片を完全に
保護する為には全周被覆が必要である事から,CVD 被





図 1 酸化試験に用いた試験片の外観, (1) IG-430U, (2) 







の内部に挿入した.炉内の全圧は 1 atm であり,雰囲気ガ
スの流量は 200ml/min である.酸化挙動における酸素分
圧の影響を調べる為に,大気（酸素 21%）と混合ガス(窒
素+酸素 1%)の 2 種類の雰囲気ガスを用いた.













































図 4 に IG-430U の時間と重量減少率の相関を示す.





図 4 IG-430U の重量減少率と時間との相関
600℃以下では IG-430U の重量減少は非常に小さい
が,試験温度の上昇に伴い重量減少率は急激に増加し
た.1000℃,大気雰囲気での IG-430U の重量減少率は 8.7
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着(Chemical Vapor Deposition, CVD) による SiC 耐環境
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の内部に挿入した.炉内の全圧は 1 atm であり,雰囲気ガ
スの流量は 200ml/min である.酸化挙動における酸素分
圧の影響を調べる為に,大気（酸素 21%）と混合ガス(窒
素+酸素 1%)の 2 種類の雰囲気ガスを用いた.



































は 1.6~4.0×10-6 g/mm2/min であった.大気雰囲気の酸素
濃度が混合ガスに比べて 21 倍高いにも関らず,重量減
少率は 6~10 倍程度に止まっており,期待値より低い結













で 1 分処理した試験片の重量減少率は 3.6 g×10-
5/mm2/min であったが,重量減少率は時間の経過に伴い,
急速に減少した.
大雑把に NITE-SiC/SiC 複合材料に含まれる PyC の
体積率・重量率を計算するとそれぞれ 7.0 vol%と 4.6 
wt%である.NITE-SiC/SiC 複合材料の重量損失は主に
F/M界面層であるPyCの損耗によるものであり,酸化試
験後の PyC の残量が推定できる.図 7 に NITE-SiC/SiC
複合材料のPyC残量と重量減少率との相関を示す.単純
加熱パターンによる酸化試験で用いられたそれぞれの



























































































NITE-SiC 単体及び NITE-SiC/SiC 複合材料は分子の
小さい H2及び He においても非常に優れたガス気密性
を示す. [13,14] 前述しているように,本酸化試験に用い










のギャップは約 300nm 程度に過ぎず,NITE-SiC/SiC 複
合材料の内部へ雰囲気ガスは浸透し難い.
図 7. NITE-SiC/SiC 複合材料中の残存 PyC と
重量減少率との相関
図 8. 酸化試験後の NITE-SiC/SiC 複合材料の断面
図 9. 酸化試験後の NITE-SiC/SiC 複合材料中の繊維束
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3.1 CVD-SiC 被覆した NITE-SiC/SiC の酸化挙動
CVD-SiC 被覆した NITE-SiC/SiC 複合材料の重量減
少率と処理時間との相関を図 10 に,酸化試験後の断面













図 10. CVD-SiC 被覆した NITE-SiC/SiC 複合材料の
重量減少率と処理時間との相関











スは SiC/SiC 複合材料の側面から浸透し,PyC を酸化損
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線橋（橋長 144 m，曲線半径 R ≃ 200 m）であり，










型 式 四径間連続曲線鈑桁橋 
橋 長 144 m 
支 間 36 m 
幅 員 車道 8.5 m 
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主桁などの鋼材部には 4 節点シェル要素，RC 床
















































鋼材 200 0.3 7.85 
RC 床版 25 0.167 2.40 

































主桁などの鋼材部には 4 節点シェル要素，RC 床




















(a) 曲げ 1 次振動モード      (b) 曲げ 2 次振動モード      (c) 曲げ 3 次振動モード
（f1 = 2.58 Hz）         （f2 = 3.26 Hz）          （f3 = 3.73 Hz）
(d) ねじり 1 次振動モード     (e) ねじり 2 次振動モード     (f) ねじり 3 次振動モード
（f4 = 4.45 Hz）         （f5 = 4.78 Hz）          （f6 = 5.41 Hz）
















































１台走行 ２台走行 設計条件 固定条件
50 km/h 50 km/h 40 km/h 30 km/h
曲げ 1 次振動 2.58 2.55 2.58 2.57 2.45 4.06
曲げ 2 次振動 3.26 3.28 3.24 3.22 2.74 4.51
曲げ 3 次振動 3.73 3.71 3.72 3.72 3.64 4.68
ねじり 1 次振動 4.45 4.43 4.45 4.45 - -
ねじり 2 次振動 4.78 4.75 4.76 4.73 - -




(a) 曲げ 1 次振動モード      (b) 曲げ 2 次振動モード      (c) 曲げ 3 次振動モード
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    (a) 曲げ 1 次振動モード    (b) 曲げ 2 次振動モード   (c) 曲げ 3 次振動モード






















































2) 西 弘明，佐藤 京，小室雅人，岸 徳光：供用後
73 年経過した旭橋の固有振動特性評価に関する一
































    (a) 曲げ 1 次振動モード    (b) 曲げ 2 次振動モード   (c) 曲げ 3 次振動モード

















































の全 4 体である．試験体名の内，第 1 項目は施工・
養生環境 ( N : 無補強，A : 気中，W : 水中 ) を示
し，第 2 項目の数字は AFRP シートの繊維目付量
(単位：g/m2 ) を示している．また，第 3 項目の英
字は水中硬化型接着樹脂の種類 (A : 水中硬化型 A，
B : 水中硬化型 B) を示している．













圧着後 3 mm 程度になるように施工した．
載荷実験は，RC 梁を単純支持状態で設置し，容

















表－3 ， 表－4 には，水中硬化型接着樹脂の性状
を一覧にして示した．本研究に用いた水中硬化型接
着樹脂は 2 種類であり，いずれも 2 種混合型のエ
ポキシ系接着樹脂である．本研究では水中での接着
に用いた水中硬化型接着樹脂の圧縮強度試験を行っ
た．圧縮強度試験に用いる供試体は JIS K 7181 に準
拠し，直径 φ = 25 mm，高さ H = 50 mm の円柱供試
体を作製した．
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圧着後 3 mm 程度になるように施工した．
載荷実験は，RC 梁を単純支持状態で設置し，容


































は弾性係数の平均値が 9.84 GPa 程度であるのに対





















で上縁コンクリートが圧壊し，変位が 50 mm 程度
でシートの剥離が発生し終局を迎えている．これは，
表－3 水中硬化型樹脂 A
項目 主剤 硬化剤 混合物
主成分 エポキシ樹脂 ポリアミドアミン
外観 白色パテ状 暗灰色パテ状 灰色パテ状
混合比 主剤：硬化剤 = 1 : 1
可使時間 30 分 (25 ℃)
初期硬化 約 2 時間
表–4 水中硬化型樹脂 B
項目 主剤 硬化剤 混合物
主成分 エポキシ樹脂 ポリアミドアミン
外観 灰白色パテ状 暗緑色パテ状 灰色パテ状
混合比 主剤：硬化剤 = 1 : 1
可使時間 30 分 ± 10 分 (23 ℃，500 g，水を付けて混合)


















































































は弾性係数の平均値が 9.84 GPa 程度であるのに対





















で上縁コンクリートが圧壊し，変位が 50 mm 程度
でシートの剥離が発生し終局を迎えている．これは，
表－3 水中硬化型樹脂 A
項目 主剤 硬化剤 混合物
主成分 エポキシ樹脂 ポリアミドアミン
外観 白色パテ状 暗灰色パテ状 灰色パテ状
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表–4 水中硬化型樹脂 B
項目 主剤 硬化剤 混合物
主成分 エポキシ樹脂 ポリアミドアミン
外観 灰白色パテ状 暗緑色パテ状 灰色パテ状
混合比 主剤：硬化剤 = 1 : 1
可使時間 30 分 ± 10 分 (23 ℃，500 g，水を付けて混合)
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3 NM-P/SiO2࠾ࡼࡧ P/Rh/Al2O3ゐ፹ࡢ⬺Ỉ⣲άᛶ 
 
3.1 NM-P/SiO2ゐ፹ࡢ⬺Ỉ⣲άᛶࡢ⤒᫬ኚ໬ 
















































































































ᛶࢆホ౯ࡋࡓ㸬ᅗ 3࡟ SiO2࠾ࡼࡧ Al2O3ࢆᢸయ࡜ࡋࡓ
Rh࠾ࡼࡧ Rh-P ゐ፹࡟ࡼࡿMCH ⬺Ỉ⣲཯ᛂࡢ⤖ᯝࢆ











ᅗ 3 ✀ࠎࡢ Rh⣔ゐ፹ࡢMCH⬺Ỉ⣲άᛶ 
㑏ඖ ᗘ P/Rh/Al2O3 : 450℃㸪Rh-P/SiO2㸸550 ℃㸪
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 ḟ࡟㸪ᚓࡽࢀࡓ Ge-132 ㄏᑟయ 3a-i ࡢࢩࢫ-ࢪ࣮࢜
ࣝ㒊఩ࢆࡶࡘ໬ྜ≀࡜ࡢ㘒యᙧᡂ⬟ࡢホ౯ࢆ⾜ࡗࡓ 





































࡜ࡢ⨨᥮཯ᛂࢆ㸪㔜Ỉ୰ pH 7 ௜㏆᮲௳ୗ࡛⾜࠸㸪௜
ຍయ  3a-i ࡢࢡࣟࣟᇶࡀ㔜Ỉ㓟ᇶ࡛⨨᥮ࡉࢀࡓ 
Ge-132 ㄏᑟయ 5a-i ࢆྜᡂࡋࡓࠋᚓࡽࢀࡓ 5a-i ࡣ༢
㞳⢭〇ࡍࡿࡇ࡜࡞ࡃ㸪⢾㢮࡜ྠᵝࡢࢩࢫ-ࢪ࣮࢜ࣝ㒊఩
ྵ᭷ศᏊ࡛࠶ࡿ໬ྜ≀ 4 ࡜཯ᛂࡉࡏ㸪ࡑࢀࡒࢀᑐᛂࡍ
ࡿࢩࢫ -ࢪ࣮࢜ࣝ㘒య  6a-i ࡟ኚ᥮ᚋ㸪ࡑࢀࡽࡢ
1H-NMRゎᯒ࡟ࡼࡾ㸪㘒యᙧᡂ⬟ࢆホ౯ࡋࡓࠋࡑࡢ⤖
ᯝ㸪Ge-132 5a ࡟ẚ࡭࡚㸪Ge-132 ㄏᑟయ 5g ࠾ࡼࡧ 5h 
ࢆ⏝࠸ࡓ࡜ࡁ㸪࡝ࡕࡽ࡟࠾࠸࡚ࡶ㘒యᙧᡂ⬟ࡢྥୖࡀ






















A. ࢘࢖ࣝࢫ୙ά໬☜ㄆ: ྜᡂࡉࢀࡓ໬ྜ≀ࡢ 50㸣 





















ADA 㓝⣲཯ᛂ㜼ᐖస⏝ホ౯㸸 adenosine ࢆ ADA 㓝
⣲㸦࢔ࢹࣀࢩࣥࢹ࢔࣑ࢼ࣮ࢮ㓝⣲㸧࡟ࡼࡗ  ࡚ inosine ࡟
ኚ᥮ࡍࡿ ADA 㓝⣲཯ᛂ࡟࠾ࡅࡿ Ge-132 ㄏᑟయࡢ
཯ᛂ㜼ᐖస⏝ࢆホ౯ࡍࡿࠋ 
 ホ౯࡟⏝࠸ࡿ Ge-132 ㄏᑟయ࡜ࡋ࡚㸪㙐≧ᆺࡢࣔࢹ
ࣝ໬ྜ≀࡛࠶ࡿ 3a㸦5a㸧㸪ࡉࡽ࡟㘒యᙧᡂヨ㦂࡟࠾࠸
࡚Ⰻዲ࡞㘒యᙧᡂ⬟ࢆ♧ࡋࡓ 6 ဨ⎔ࡢ⎔≧ᵓ㐀ࢆ᭷
ࡍࡿ 3g㸦5g㸧࠾ࡼࡧ 5 ဨ⎔ࡢ⎔≧ᵓ㐀ࢆ᭷ࡍࡿ 3h
㸦5h㸧 ࢆ㑅ᢥࡋ㸪ࡑࢀࡽ໬ྜ≀ࡢホ౯ࢆ⾜ࡗࡓ㸦⾲ 1㸧ࠋ
ࡑࡢ⤖ᯝ㸪 6 ဨ⎔ᵓ㐀ࢆ᭷ࡍࡿ 3g㸦5g㸧࠾ࡼࡧ 5 ဨ
⎔ᵓ㐀ࢆ᭷ࡍࡿ 3h㸦5h㸧࡟࠾࠸࡚㸪ࣔࢹࣝ໬ྜ≀࡛
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 光学式 MoCap は，カメラを用いて身体動作を計測







࡚㸪Ge-132 ㄏᑟయ࡛࠶ࡿ 6 ဨ⎔ᵓ㐀ࢆ᭷ࡍࡿ 3g㸦5g㸧
࠾ࡼࡧ 5 ဨ⎔ᵓ㐀ࢆ᭷ࡍࡿ 3h㸦5h㸧ࡀᚑ᮶ࡢ㙐≧ᵓ
㐀ࢆ᭷ࡍࡿ  Ge-132 3a㸦5a㸧࡟ẚ㍑ࡋ㸪ATP ࡢ 
adenosine ᵓ㐀㒊఩ࡢࢩࢫ-ࢪ࣮࢜ࣝ࡜ඃࢀࡓ┦஫స⏝
ࢆ♧ࡍࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡗࡓࠋ 






(1) T. Nakamura, Y. Shimada, T. Takeda, K. Sato, M. Akiba, H. 
Fukaya. Future Med Chem. 2015, 7(10), 1233-1246. 
(2) Y. Shimada, K. Sato, Y. Tokuji, T. Nakamura. Carbohydr. 
Res. 2015, 407, 10-15 (2015). 
(3) Ⓨ᫂ྡ⛠㸸᪂つ᭷ᶵࢤ࣐ࣝࢽ࣒࢘໬ྜ≀ཬࡧࡇࢀࢆྵࡴ
㙠③๣㸪ฟ㢪␒ྕ㸸2017-242584㸪ฟ㢪᪥㸸2017 ᖺ 12










































Ascension Technology 社の磁気式 MoCap である Motion 
Star Wireless で計測した MoCap データを中心に，
Motion Analysis 社の光学式 MoCap である MAC 3D 
System，NOITOM 社の慣性式 MoCap である Perception 
Neuoron で計測したデータを収録する．また，










































計測手法 磁気式 光学式 慣性式
MoCapセンサ レシーバ マーカ IMU
計測対象 位置/姿勢 位置 加速度/角速度








センサの隠れ ○ × ○
金属の影響 × ○ ×
センサのサイズ △ ○ ○

















タの形式として Biovision Action （BVA）形式，Track 
Row Column（TRC）形式および計測ソフト専用のバ
イナリ形式を用いる．































かわらず Biovision Hierarchy （BVH）形式に統一して
収録する．
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ラウド上のストレージサービスである Google Drive を
利用し，ユーザーインターフェスは Web ページ提供
サービスである Google Site を利用した．管理者がデー
タや編集状況を共同し，効果的に開発を進めた．
図 2 に試作したデータベースにタブレット端末でア
クセスした様子を示す．本データベースの UI は Web
ページとして提供しているので，タブレット端末のブ
ラウザで閲覧およびデータのダウンロードができる．
また，図 3 にストレージに保存された BVH ファイル
をタブレット端末のビューアで閲覧した様子を示す．
BVH は CG モデルのデータを含まないが，同図に
示すように各関節を線で結んだ骨格モデルのアニメー
ションとして再生することができた．
3.2 収録した MoCap データ
本プロトタイプでは，磁気式 MoCap で計測したデ
ータを 33 個，光学で計測したデータ 2 個，慣性式
MoCap で計測したデータ 21 個を収録した．このほ
か，簡易 MoCap で計測したデータを 3 個，合計 59 個
のデータについてそれぞれセンサデータと骨格動作デ
ータを収録した．









 慣性式 MoCap はセンサデータとしてバイナリの形
式である RAW 形式のデータを収録した．RAW 形式
のデータは，計測用ソフトウェアである Axis Neuron
のフォーマットである．骨格動作データへの変換に
































































図 4 に収録した BVH の一部とその基準姿勢を示
す．同図（a）に示すように，独自に開発した手法で
BVH を生成した磁気式 MoCap の BVH は基準姿勢が
直立の姿勢であるのに対し，同図（b）（c）に示す
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図 4 収録した BVH の一部と基準姿勢
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低 C･高 Mn 系（C≒0.4～0.1%，Mn≒20～28％），中 C･





















工具を表 1 に示す．被切削材を表 2 に示す C 量を調整
した 4 種類の高マンガン鋳鉄とした．各被削材の組織
写真を図 1 に示す．加工方法として 50mm×50mm×





0.04mm 以上/刃，ピックフィード 1.0mm とし，仕上












略記号 メーカー 型式 名称 材種 コーティング





SB 住友電工 BNBS2060S ｽﾐﾎﾞﾛﾝBN350 CBN
超硬
ｴﾎﾟｯｸTHﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾙｽﾄﾛﾝｸﾞ
MVF 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ VF2SBR0300S06 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾐﾗｸﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ
TH 日立 EPBTS2060-TH 超硬
表 1 使用した工具
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0 400 800 1200 1600
TH,      0deg.
TH,    20deg.
MFV,   0deg.
MFV, 20deg.













C 2.0% C 2.5%
C 3.0% C 3.5%
 C Si Mn P S V
2.0% 2.1 0.58 12.1 0.04 0.01 10.2
2.5% 2.6 0.53 12.5 0.04 0.01 10.3
3.0% 3.0 0.56 12.8 0.04 0.01 10.5
3.5% 3.4 0.59 12.8 0.04 0.01 9.9
表 2 各被削材の化学組成
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低 C･高 Mn 系（C≒0.4～0.1%，Mn≒20～28％），中 C･





















工具を表 1 に示す．被切削材を表 2 に示す C 量を調整
した 4 種類の高マンガン鋳鉄とした．各被削材の組織
写真を図 1 に示す．加工方法として 50mm×50mm×





0.04mm 以上/刃，ピックフィード 1.0mm とし，仕上












略記号 メーカー 型式 名称 材種 コーティング





SB 住友電工 BNBS2060S ｽﾐﾎﾞﾛﾝBN350 CBN
超硬
ｴﾎﾟｯｸTHﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾙｽﾄﾛﾝｸﾞ
MVF 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ VF2SBR0300S06 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾐﾗｸﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ
TH 日立 EPBTS2060-TH 超硬
表 1 使用した工具
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図 6，図 7 に CBN 工具の切削速度及び傾斜角の影響
と加工終了時の摩耗状態を示す．CBN 工具の摩耗は傾




3.3 被削材の C 含有量と切削抵抗







































































































図 4 切削速度と背分力の関係 
図 5 切削速度における加工後の摩耗状態
図 6 CBN 工具における切削角度と速度の影響
図 7 CBN 工具における切削後の摩耗状態
図 8 炭素含有量による切削抵抗の変化 
図 9 各炭素含有量における CBN 工具の摩耗状態
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(3) 本被削材における CBN 工具の実用的な切削速度は
約 60m/min 程度である．
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図 12 加工前後における組織写真 
具回転 ピックフィード方  
加工開始 織 中間 織 加工終了 織 
加工 組織 内部  
図 10 切削長さによる断面硬さ 
図 11 炭素含有量による断面硬さ
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 Al-11.0 mass%Si-1.9 mass%Cu-0.2 mass%Mg 合金を，
*1：もの創造系領域先進マテリアル工学ユニット
*2：トヨタ自動車株式会社




類の凝固速度はそれぞれ，16 K/s および 7.7 K/s であっ
た．鋳型材質は，前者にはクロム銅を，後者には SKD61














加速電圧 200 kV でおこなった．
 鋳造材の機械的性質は，ビッカース硬さ測定ならび
に引張試験によりおこなった．ビッカース硬さ測定は，
Future-tech FV-300A 硬さ試験機を用い，荷重 4.9 kN
としておこなった．引張試験は，島津製作所 AG-50kNE
引張試験機を用い，試験片の平行部寸法は，外径 6 mm，











3.1 光学顕微鏡組織および EPMA 分析
 光学顕微鏡によるミクロ組織観察を Fig. 1 に示す．




 EPMA 分析の結果を Fig. 2 に示す．晶出物の多くに
は Si が検出された一方，Cu を主体とする晶出物の存
在も確認され，凝固速度が 7.7 K/s の場合には，Cu と
同一位置に Mg が検出された．Cu を含んだ粒状晶出物
は，Q-Al5Mg8Si6Cu2相あるいは θ-CuAl2相であると報告





物が減少したことにより，Cu や Mg が晶出することな
く過飽和に固溶したことが期待される．
3.2 機械的性質
 鋳造材の機械的性質を Table 2 に示す．Table 2 に示
されたとおり，凝固速度差に対するビッカース硬さの
差（約 12%増加）に比較し，引張強さの差は約 2 倍と
大きくなった．Fig. 1 にみられたように，凝固速度の増
Fig. 1 調査材の光学顕微鏡組織写真．
















果を Fig. 3 に示す．Fig. 3 に示されたように，凝固速度
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 鋳造材の機械的性質は，ビッカース硬さ測定ならび
に引張試験によりおこなった．ビッカース硬さ測定は，
Future-tech FV-300A 硬さ試験機を用い，荷重 4.9 kN
としておこなった．引張試験は，島津製作所 AG-50kNE
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処理材の場合には，凝固速度が 7.7 K/s の材料の硬さ上
昇は約 15 %であったが，16 K/s の材料では約 30 %の硬
さ増大が生じ，T6 処理の場合とほぼ同じ硬さが得られ
た．









じた凝固速度 16 K/s 材の T5 処理材に関し，TEM を用
いた STEM-EDX マッピング像を Fig. 4 に示す．Fig. 4




















が 16 K/s の場合には，溶体化処理を省略した T5 材の
場合においても，T6 材と同等の硬さが得られた．





(1) Aguilera-Luna, I., Castro-Román, M. J., Escobedo-Bocardo, J. 
C., García-Pastor, F. A. and Herrera-Trejo, M., Materials 
Characterization, 95 (2014), p211-218.
(2) Zheng, Y., Xiao, W., Ge, S., Zhao, W., Hanada, S. and Chaoli, 
M.，Journal of Alloys and Compounds, 649 (2015), p291-295.


















































100µm の 2 条件で行っており,サンプルは大きさ 12～
13×10×30mm 程度の角柱であり,それぞれの処理深
さについて 3 種類ずつである.以下の表 1 にサンプル
一覧を,表 2 に SKD-61 の成分表を示す． 
 
表 1 受理サンプル一覧 






























処理材の場合には，凝固速度が 7.7 K/s の材料の硬さ上
昇は約 15 %であったが，16 K/s の材料では約 30 %の硬
さ増大が生じ，T6 処理の場合とほぼ同じ硬さが得られ
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実施した.FE-SEM による詳細な観察結果を図 5 に
示す.母材よりも軽い元素から構成されている最表
面層の下には結晶粒が確認できる層がおよそ









































































































































































































































































        公益財団法人 室蘭テクノセンター理事長 栗林 和徳
●講演１「地域創生とイノベーション創出 ～人材育成と地域企業支援～分講演
講 師 室蘭工業大学                  CRD副センター長 清水 一道 氏 
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11 くらし環境系領域   教授 中野 博人 1 
12 くらし環境系領域   教授 木幡 行宏 1 
13 もの創造系領域    教授 河合 秀樹 1 
12 もの創造系領域    教授 平井 伸治 1 
13 もの創造系領域    教授 樋口   健 1 
14 もの創造系領域    教授 世利 修美 1 
15 もの創造系領域    教授 水上 雅人 1 
16 もの創造系領域    教授 清水 一道 1 
17 もの創造系領域   准教授 境  昌宏 1 
18 もの創造系領域    講師 松本 大樹 1 
19 もの創造系領域    助教 河内 邦夫 1 
プレ共同研究                           ※研究代表者




 准教授 神田  康晴 
㈱フレイン・エナジー 
代表取締役  小池田 章 
技術部プロジェクトリーダー 







教授 中野  博人 
 
㈱浅井ゲルマニウム研究所 
代表取締役社長 志柿 松作 
研究部・物質科学マネジメント 






助教 柴田  傑 
 
㈱わらび座 







教授 清水  一道 
 
㈱アールアンドイー 
代表取締役 北山 茂一 
研究開発部 主任研究委員 






准教授 安藤  哲也 
 
トヨタ自動車㈱ 
鋳造生技部 部長 門野 英彦 
鋳造生技部 開発室 







准教授 朴  峻秀 
ウメトク㈱ 北海道加工センター 








年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 
共同研究金額(千円） 121,628 108,559 90,961 90,817 63,202 58,084 71,551 59,377 
受託研究金額(千円） 198,380 90,219 65,243 78,841 147,472 261,349 196,839 190,247 
合計金額(千円） 320,008 198,778 156,204 169,658 210,674 319,433 268,390 249,624 
共同研究件数 80 70 70 67 61 70 73 75 
受託研究件数 39 29 27 20 19 22 29 34 








































































年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 
共同研究金額(千円） 121,628 108,559 90,961 90,817 63,202 58,084 71,551 59,377 
受託研究金額(千円） 198,380 90,219 65,243 78,841 147,472 261,349 196,839 190,247 
合計金額(千円） 320,008 198,778 156,204 169,658 210,674 319,433 268,390 249,624 
共同研究件数 80 70 70 67 61 70 73 75 
受託研究件数 39 29 27 20 19 22 29 34 























































































平成 年度 センターニュース 1R平成 年 月発行
地域共同研究開発センター 研究報告 1R（平成 年 月発行
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①日時：平成 年 月 日水～
②日時：平成 年 月 日火～
③日時：平成 年 月 日火～
④日時：平成 年 月 日火～
⑤日時：平成 年 月 日月～


















①日時：平成 年 月 日火～
②日時：平成 年 月 日水～
③日時：平成 年 月 日水～
④日時：平成 年 月 日木～
⑤日時：平成 年 月 日火～
⑥日時：平成 年 月 日水～
⑦日時：平成 年 月 日水～
⑧日時：平成 年 月 日水～
⑨日時：平成 年 月 日水～
⑩日時：平成 年 月 日水～
⑪日時：平成 年 月 日火～
⑫日時：平成 年 月 日火～
⑬日時：平成 年 月 日木～
⑭日時：平成 年 月 日火～
⑮日時：平成 年 月 日水～
⑯日時：平成 年 月 日水～
⑰日時：平成 年 月 日木～
⑱日時：平成 年 月 日水～
⑲日時：平成 年 月 日火～
⑳日時：平成 年 月 日水～
㉑日時：平成 年 月 日火～
㉒日時：平成 年 月 日火～
㉓日時：平成 年 月 日火～
㉔日時：平成 年 月 日火～
㉕日時：平成 年 月 日火～
㉖日時：平成 年 月 日火～
㉗日時：平成 年 月 日火～
㉘日時：平成 年 月 日金～
㉙日時：平成 年 月 日火～
㉚日時：平成 年 月 日月～
㉛日時：平成 年 月 日火～
㉜日時：平成 年 月 日火～
㉝日 時：平成 年 月 日火～
㉞日 時：平成 年 月 日火～




  ①日時：平成 年 月 日月～
場所：千代田商事株大分製鉄所
参加者：～名







































①日時：平成 年 月 日水～
②日時：平成 年 月 日火～
③日時：平成 年 月 日火～
④日時：平成 年 月 日火～
⑤日時：平成 年 月 日月～



















地（知）の拠点推進室室長 特任教授 那須 守
主 催：北見工業大学、はこだて未来大学、北海道科学大学、北海道科学大学短期大学
北海道大学、室蘭工業大学、旭川工業高等専門学校、函館工業高等専門学校、北海道






室蘭工業大学大学院工学研究科くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝






【主催者挨拶】                     室蘭工業大学学長 空閑 良壽
【議題】
スーパー連携大学院の現状について





    くらし環境系領域 教授 チャン ヨンチョル
【情報交換会】
日時：平成 年 月 日火～










                                       


     構成 室蘭工業大学地域共同研究開発センター：室蘭市経済部産業振興課
  公財室蘭テクノセンター ：室蘭信用金庫

①テーマ：「多様な考え」
法政大学地域研究センター 兼任講師 中島 ゆき
日時：平成 年 月 日木：～：
参加者：名
②テーマ：「広い視野」
法政大学地域研究センター 教授 岡本 義行
日時：平成 年 月 日木：～：
参加者：名

③テーマ：「学習する組織」     
元花王役員元法政大学 教授 北原 正敏
日時：平成 年 月 日木：～：
参加者：名
④テーマ：「学習する個人」
法政大学地域研究センター 教授 石山 恒貴
日時：平成 年 月 日木：～：
参加者：名
⑤テーマ：「変革」
ファシリテート 兼任講師 中島 ゆき
日時：平成 年 月 日木：～：
参加者：名
⑥テーマ：「新事業への挑戦と発想力」
室蘭工業大学 &5'副センター長 清水 一道
日時：平成 年 月 日木：～：
参加者：名
⑦テーマ：「新事業への挑戦と発想力」
室蘭工業大学 &5'副センター長 清水 一道
日時：平成 年 月 日木：～：
参加者：名
⑧テーマ：「総括 個人課題発表」
ファシリテート 兼任講師 中島 ゆき





      設計編（杭の水平抵抗力：極限平衛法、弾性支承理論） 
くらし環境系領域 准教授 永井 宏
 日  時：平成 年 月 日水：～：



















地（知）の拠点推進室室長 特任教授 那須 守
主 催：北見工業大学、はこだて未来大学、北海道科学大学、北海道科学大学短期大学
北海道大学、室蘭工業大学、旭川工業高等専門学校、函館工業高等専門学校、北海道






室蘭工業大学大学院工学研究科くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝






【主催者挨拶】                     室蘭工業大学学長 空閑 良壽
【議題】
スーパー連携大学院の現状について





    くらし環境系領域 教授 チャン ヨンチョル
【情報交換会】
日時：平成 年 月 日火～
















もの創造系領域 准教授 柴田 義光
主催：産学交流プラザ「創造」






室蘭工業大学 もの創造系領域機械航空創造系学科 清水 一道
テーマⅡ：精密加工機械の最新動向と活用
ヤマザキマザック㈱ 営業本部営業統括部マーケティング企画課 主幹 中島 昭彦
テーマⅢ：精密加工を支えるバリ取り自動化技術の最新動向
㈱ジーベックテクノロジー 技術担当マネージャー 豊里 太祐

   テーマⅣ：５軸マシニングを有効に使う &$0技術と活用事例














室蘭工業大学 もの創造系領域 機械航空創造系学科 機械システム工学コース
教授 清水 一道
テーマⅡ：「東京 墨田 下町町工場の挑戦」











日時：平成 年 月 日金：～：
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日本製鋼所室蘭製作所 瑞泉鍛刀所 刀匠・博士工学 佐々木 胤成








室蘭工業大学 教授 寺本 隆司
















もの創造系領域 准教授 柴田 義光
主催：産学交流プラザ「創造」






室蘭工業大学 もの創造系領域機械航空創造系学科 清水 一道
テーマⅡ：精密加工機械の最新動向と活用
ヤマザキマザック㈱ 営業本部営業統括部マーケティング企画課 主幹 中島 昭彦
テーマⅢ：精密加工を支えるバリ取り自動化技術の最新動向
㈱ジーベックテクノロジー 技術担当マネージャー 豊里 太祐

   テーマⅣ：５軸マシニングを有効に使う &$0技術と活用事例














室蘭工業大学 もの創造系領域 機械航空創造系学科 機械システム工学コース
教授 清水 一道
テーマⅡ：「東京 墨田 下町町工場の挑戦」











日時：平成 年 月 日金：～：
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日時：平成 年 月 日火～
参加者：名
②主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
③主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日木～
参加者：名
④主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑤主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～           
参加者：名
⑥主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑦主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～ 
参加者：名
⑧主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑨主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑩主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日火～
参加者：名
⑪主 催：+L17連絡会
 日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑫主 催：+L17運営協議会















     ものづくり改善インストラクター改善活動について」
㈱楢崎製作所 室蘭工場長 山崎 善弘





































&5'センター 准教授 柴田 義光



















日時：平成 年 月 日火～
参加者：名
②主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
③主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日木～
参加者：名
④主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑤主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～           
参加者：名
⑥主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑦主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～ 
参加者：名
⑧主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑨主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑩主 催：+L17連絡会
日時：平成 年 月 日火～
参加者：名
⑪主 催：+L17連絡会
 日時：平成 年 月 日水～
参加者：名
⑫主 催：+L17運営協議会













①日時：平成 年 月 日火～
参加者：名
②日時：平成 年 月 日火～
参加者：名
③日時：平成 年 月 日火～
参加者：名



















①日時：平成 年 月 日火～
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 産学交流室
②日時：平成 年 月 日火～
場所：公財室蘭テクノセンター
③日時：平成 年 月 日水～
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 産学交流室
④日時：平成 年 月 日火～
場所：公財室蘭テクノセンター
⑤日時：平成 年 月 日水～
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 産学交流室
⑥日時：平成 年 月 日水～
場所：公財室蘭テクノセンター
⑦日時：平成 年 月 日水～
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 産学交流室
⑧日時：平成 年 月 日月～
場所：公財室蘭テクノセンター















































くらし環境系領域 准教授 徳楽 清孝
「摩耗寿命を向上させた新規耐摩耗材料の研究開発」
機械航空創造系学科 教授 清水 一道
「石炭の地下ガス化（8&*）」
環境科学・防災研究センター 教授 板倉 賢一
「魔法の粉【貝殻ナノパウダー】」
くらし環境系領域 准教授 山中 真也
「環境調査用自立走行車両」











①日時：平成 年 月 日火～
参加者：名
②日時：平成 年 月 日火～
参加者：名
③日時：平成 年 月 日火～
参加者：名



















①日時：平成 年 月 日火～
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 産学交流室
②日時：平成 年 月 日火～
場所：公財室蘭テクノセンター
③日時：平成 年 月 日水～
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 産学交流室
④日時：平成 年 月 日火～
場所：公財室蘭テクノセンター
⑤日時：平成 年 月 日水～
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 産学交流室
⑥日時：平成 年 月 日水～
場所：公財室蘭テクノセンター
⑦日時：平成 年 月 日水～
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 産学交流室
⑧日時：平成 年 月 日月～
場所：公財室蘭テクノセンター































くらし環境系領域 准教授 徳楽 清孝
 「摩耗寿命を向上させた新規耐摩耗材料の研究開発」
機械航空創造系学科 教授 清水 一道
「石炭の地下ガス化（8&*）」
環境科学・防災研究センター 教授 板倉 賢一
「魔法の粉【貝殻ナノパウダー】」
くらし環境系領域 准教授 山中 真也
「環境調査用自立走行車両」
もの創造系領域ロボティクスユニット 教授 花島 直彦
  「理系女子応援プロジェクト ～理系へ行こう、そして現場へ～」
室蘭工業大学 
主催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会










日時：平成 年 月 日木～、日金～  
場 所：東京ビックサイト東京国際展示場東京都 











機械航空創造系学科 教授 清水 一道
「抗認知症物質の微量探索システム」
くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝
日時：平成 年 月 日水～～日土～ 
場 所：ポートメッセナゴヤ名古屋市港区金城ふ頭二丁目 番地




















日 時 平成 年 月 日（金）～
場 所 苫小牧経済センター６Ｆ大ホール
講 師 室蘭工業大学 くらし環境系領域・物質化学ユニット 教授 大平勇一 
    苫小牧工業高等専門学校創造工学科 助教 藤田 彩華
広報件





































くらし環境系領域 准教授 徳楽 清孝
 「摩耗寿命を向上させた新規耐摩耗材料の研究開発」
機械航空創造系学科 教授 清水 一道
「石炭の地下ガス化（8&*）」
環境科学・防災研究センター 教授 板倉 賢一
「魔法の粉【貝殻ナノパウダー】」
くらし環境系領域 准教授 山中 真也
「環境調査用自立走行車両」
もの創造系領域ロボティクスユニット 教授 花島 直彦
  「理系女子応援プロジェクト ～理系へ行こう、そして現場へ～」
室蘭工業大学 
主催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会










日時：平成 年 月 日木～、日金～  
場 所：東京ビックサイト東京国際展示場東京都 
参加者：日名、日 名 合計 名



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